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１．研究計画の概要 
 
まず、ミャンマー労働者に焦点をあて、タ
イ・ミャンマー国境地帯の概況調査を行う。
その上で、対象を特定地域に絞り、工場労働
者を含む多様な移動労働者の量的、質的な調
査を行う。この結果を、過去のタイ湾地域の
調査結果と比較しつつ、タイにおける外国人
労働者の共通性と国・民族ごとの特性とを明
らかにする。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
2007 年度は、まず、予備調査として、国境
地帯県広域概況調査（とくにメーサーイ、メ
ーソート周辺）を行った。2008 年度は、国
境に接するターク県に焦点をしぼり、メーソ
ート市、メーパ、マーラマート、ポップラ各
郡において集中的な調査票調査を実施し、そ
のデータを集計し、若干の分析作業を行った。
2009 年度は、ターク県の中でも、メーソー
ト市の工場労働者、メーパ郡の農業労働者に
焦点をしぼり、聞取りによる質的データ調査
を実施した。2010 年度は、以上の諸調査に
よるデータを整理・分析して、報告書を作成
する予定である。個別テーマについては、こ
れまでも検討してきたが、ミャンマー労働者
をとりまく産業構造と労働市場構造、業種別
の労働者の労働条件や生活条件、業種別の労
働者管理の体制、国境を越えるインフォーマ
ルなモノ、ヒト、カネの動きの概況、NGO

組織の支援対象の概況とそのバイアス、等で
ある。これらの個別テーマの検討を通して、
多くのマスコミ・NGO 組織等の関心や理解
と異なり、現実の移動労働者がきわめて多様
であり、外部者の関心と支援の対象外の人々
も多い、等の諸点について、問題提起をして
みたい。 
 
 
３．現在までの達成度 
 
 ➁ 
特定地域のメーソートについては、業種や地
域によるミャンマー人労働者の多様性を把
握することができたが、やや農業労働者に重
点を置きすぎて、工場労働者の調査が十分と
はいえない。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
最終年度の今年度は、まず、以上のような個
別テーマ、つまり、地域の産業構造および労
働市場楮の特徴、業種別の労働者の労働や生
活の条件、業種別の労働者の管理体制、国境
のインフォーマルなヒト、モノ、カネの動き
と関連ビジネス、等を検討する。こうした作
業を継続した上で、全体的な総括作業を行い、
最終報告書作成を行う。こうした個別テーマ
の検討と全体的な総括の作業の一環として、
研究会、学会等での報告をも試みる。 
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５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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